


























































1 大木博巳著 『東アジア市場の拡大と日本企業』ジェ トロセンサー､2004年 2月号､ 6頁
2 国際臨海開発研究センターの資料によると全世界の海上コンテナ取扱量は､1990年の約 8千 8百万TEUから2002年
には2億 7千3百万TEU､2020年には トランシップ貨物を除いて4億 2千 7百23万TEUと予測 している｡
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表 l 港湾開発の発展段階 (Portevolution)
世代 第 1世代 第 2世代 第 3世代
開発時期 1960年代以前 1960年代以降 1980年代以降
主な貨物 在来貨物 3 散荷､乾 .液体貨物 散荷､コンテナ貨物
港湾開発及び方針 単純な交通の結節点 と 港湾の拡充､輸送の拠 利益の創 出地､複合-
しての港湾 点お よび商工業の中心地としての港湾 貫運送体制 と国際貿易における物流拠点 としての港湾
港湾活動の主な範囲 港湾の範囲は狭小､ 港湾の範囲が拡大､ 貨物及び港湾情報提供
主な業務 はふ頭の荷役 貨物の変化､船舶 関連 の中心及び物流拠点 と
作業 の商工業業務 してのター ミナルの機能強化
諸般の特性 港湾内の活動が独立 港湾利用者 との緊密化 地域社会 と共生す る港拷
生産性の特性 簡単な荷役作業 複合サービス提供 貨物の情報の迅速化
出所:イ チョルヨン著､『港湾物流システム』ヒョソン社､1998年､27頁により再作成
表2世界 トップ10代 コンテナ港の実績 (百万TEU)
港湾 国 地域 1999年 2002年
香港 中国 東アジア 16.2 19
シンガポール シンガポール 東南アジア 15.9 16.8
釜山 韓国 北東アジア 6.4 9.3
高雄 台湾 東アジア 7 8.5
ロッテルダム オランダ 北部欧州 6.3 6.5
上海 中国 東アジア 4.2 8.6
ロサンゼルス 米国 北部西岸 3.8 6.1
ロングビーチ 米国 北部西岸 4.4 4,5
ハンブルク ドイツ 北部欧州 3.7 5.3
アン トワープ ベルギー 北部欧州 3.6 4.9
出所:館野美久著 『コンテナターミナル新たな覇権争い』第8章 ｢アジアの港湾物流｣､2004年､124頁により再作成
3 積上げに特別な注意が要求されない貨物の総称､雑貨物､液体又は半液体をいう｡











































































類型 規制 地主 運営 長所 短所
公 営 公共により担当 公共により担当 公共により担当 港湾の開発 .運営において国家政策の目標の達成が容易であるo 独占的な運営により港湾利用者のニーズに応 じられないし､非効率である
公 .民営 公共により担当 公共により担当 民間により担当 民間の経営ノウ-ウの受け入れにより港湾の効率化が期待されるとともに 間の競争体制 構築 官の統制が強く､民間の経営能力の発揮に限界があるC
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表4 主な民間参与形態による港湾管理運営方式の事業内容
方式 所有権 運営 .維持 資金投資 期間 (午)
コンセッション(事業権契約) 公 氏 氏 25-30
BOT(buildoperatetransfer) 民から公- 氏 氏 20-30
BOO(buildownoperate) 氏 氏 氏 20-30(以上)




内容 資金調達 資金回収方法 例
独立採算型 民間からの出資金､金 利用者からのサービス 有料の橋､水族館､駐融機関からの借入金(氏)料金徴収が原則 車場など
公的セクター-のサー 独立採算型と同一(氏) 政府からサービス料金 pFI事業の一般的形態(庁
ビス購入型 徴収 舎､病院､道路)

















































































































































































































資本 の投資 によ り生 じる リスクに対す る
managementについての研究も重要な課題であ
る｡
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